
顧
客
属
性
・
取
引
に
着
目
し
て

シ
ス
テ
ム
検
知
・
照
合

　

マ
ネ
ロ
ン
等
リ
ス
ク
低
減
措
置
の

実
効
性
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
は
、

個
々
の
顧
客
に
着
目
す
る
顧
客
管
理

と
、
取
引
状
況
を
分
析
し
異
常
取
引

や
制
裁
対
象
取
引
の
検
知
等
を
通
じ

て
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
手
法
（
取

引
に
着
目
す
る
手
法
）
が
あ
る
。
金

融
機
関
等
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を

講
じ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
手
法
は
、

い
わ
ば
車
の
両
輪
で
あ
る
。

　

取
引
に
着
目
す
る
手
法
は
、
疑
わ

し
い
取
引
を
検
知
す
る
「
取
引
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
」
と
、
制
裁
対
象
者
や
反

社
会
的
勢
力
を
検
知
・
排
除
す
る

「
取
引
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
に
大
別

さ
れ
る
。
取
引
に
着
目
す
る
手
法
に

は
課
題
が
多
く
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次

対
日
相
互
審
査
に
お
い
て
も
、「
一

定
数
の
金
融
機
関
は
、
顧
客
管
理
措

置
や
取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
取
引
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
統
合
さ

れ
た
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
・
設
計

・
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、
非
常
に

高
い
割
合
の
誤
検
知
（
最
大
99
％
）

等
の
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い

る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
は
、
日
々

の
膨
大
な
取
引
デ
ー
タ
の
中
か
ら
、

疑
わ
し
い
取
引
届
け
出
参
考
事
例
等

を
踏
ま
え
た
シ
ナ
リ
オ
や
ル
ー
ル
に

よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
的
に
検
知
す
る
方

法
と
、
職
員
の
気
付
き
に
よ
る
方
法

が
あ
る
。
取
引
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、

制
裁
対
象
者
等
の
リ
ス
ト
と
顧
客
口

座
名
や
外
為
送
金
取
引
の
電
文
情
報

等
を
シ
ス
テ
ム
で
照
合
し
、
似
た
名

称
も
含
め
て
幅
広
く
抽
出
し
・
精
査

し
、
合
致
し
た
場
合
に
は
取
引
を
謝

絶
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
検
知
は
、
意
図

的
に
幅
広
く
抽
出
し
、
人
間
が
最
終

判
断
を
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
導
入
や
シ
ナ
リ
オ
調
整
な

ど
の
品
質
管
理
、
検
証
作
業
に
当
た

る
人
的
資
源
の
配
分
が
、
金
融
機
関

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

も
、
必
要
な
人
員
を
配
置
で
き
ず
、

シ
ナ
リ
オ
の
見
直
し
が
で
き
な
い
等
、

十
分
に
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
せ
な

い
事
例
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
誤
検

知
率
が
ど
の
水
準
で
あ
れ
ば
適
正
か

と
い
う
点
は
、
金
融
機
関
の
特
性
や

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
違
い
な
ど
に
よ

り
一
概
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
米

国
の
銀
行
で
も
取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
誤
検
知
率
は
95
％
を
超

え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
（
注
１
）、
効

率
化
と
有
効
性
向
上
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と

継
続
的
顧
客
管
理
と
の
連
携

　

犯
罪
者
は
、
特
殊
詐
欺
や
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
に
よ
っ
て
詐
取
し
た
資
金
を
、

ＫＰＭＧ／あずさ監査法人
金融アドバイザリー事業部　
エグゼクティブ・アドバイザー

尾崎 寛

日
本
の
マ
ネ
ロ
ン
対
策
、
次
の
一
手

疑
わ
し
い
取
引
や
制
裁
対
象
者
の

検
知
に
関
す
る
課
題

【
連
載
】
第
８
回
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複
数
の
銀
行
等
の
口
座
を
転
々
と
さ

せ
、
そ
の
間
に
金
額
を
分
割
し
た
り

統
合
し
た
り
し
な
が
ら
、
出
所
を
隠

匿
す
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
に
よ
る

調
査
や
警
察
に
よ
る
捜
査
か
ら
逃
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
売
買

の
対
象
と
な
っ
た
銀
行
口
座
（
注
２
）

が
ト
ン
ネ
ル
口
座
と
し
て
悪
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
口

座
は
、
通
常
、
開
設
時
に
は
正
当
な

本
人
確
認
資
料
を
用
い
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
銀
行
か
ら
す
れ
ば
、
顧
客

属
性
と
口
座
開
設
後
の
資
金
移
動
パ

タ
ー
ン
や
ロ
グ
イ
ン
履
歴
等
を
勘
案

し
て
、
不
審
な
点
が
な
い
か
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
送
金
代
行

業
と
称
す
る
事
業
者
に
よ
っ
て
、
法

人
口
座
が
投
資
詐
欺
の
資
金
の
受
け

皿
口
座
と
し
て
悪
用
さ
れ
た
事
例
も

確
認
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。

　

銀
行
と
し
て
は
、
取
引
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
お
い
て
、
入
出
金
パ
タ
ー
ン

の
変
化
を
速
や
か
に
、
幅
広
く
、
シ

ス
テ
ム
で
抽
出
し
、
口
座
開
設
時
に

届
け
出
さ
れ
た
顧
客
調
査
を
通
じ
て

更
新
さ
れ
た
顧
客
属
性
（
職
業
等
）

や
、
過
去
の
取
引
ぶ
り
等
と
比
較
し

て
、
不
自
然
な
取
引
か
ど
う
か
判
断

す
る
必
要
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
検
知

と
継
続
的
顧
客
管
理
と
の
連
携
が
重

要
と
な
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
継
続

的
顧
客
管
理
の
中
で
「
連
絡
が
取
れ

な
く
な
っ
た
」
等
の
情
報
も
リ
ス
ク

要
因
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

非
競
争
領
域
と
し
て

他
行
と
協
働
・
共
同
化

　

取
引
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て

は
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
制
裁
対
象
者

等
の
リ
ス
ト
と
の
照
合
が
行
わ
れ
る

が
、
同
名
異
人
や
ス
ペ
リ
ン
グ
の
慣

習
的
な
違
い
、
似
た
よ
う
な
名
称
も

幅
広
に
抽
出
す
る
「
あ
い
ま
い
検

知
」
機
能
に
よ
り
、
膨
大
な
デ
ー
タ

が
抽
出
さ
れ
、
時
間
と
の
闘
い
の
中

で
、
人
間
が
精
査
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
制
裁
対
象
者
リ
ス

ト
の
更
新
を
遅
滞
な
く
正
確
に
行
う

こ
と
、
実
質
的
支
配
者
を
含
む
顧
客

属
性
情
報
を
最
新
の
状
態
に
保
つ
こ

と
、
顧
客
の
商
流
や
資
金
の
流
れ
の

実
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
等
を
リ

ス
ク
に
応
じ
た
頻
度
、
深
度
で
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
取
引
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
は
、
金
融
機
関
の
競
争

領
域
で
は
な
く
、
金
融
犯
罪
や
マ
ネ

ロ
ン
等
の
防
止
、
被
害
者
の
被
害
回

復
と
い
っ
た
社
会
全
体
の
厚
生
に
資

す
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
法
令
の
許

す
範
囲
内
で
、
協
働
や
共
同
化
が
促

進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
観

点
か
ら
、
全
国
銀
行
協
会
が
２
０
２

４
年
春
の
実
用
化
を
目
指
す
「
マ
ネ

ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
共
同
機

構
」
の
取
り
組
み
は
注
目
に
値
す
る

（
注
４
）。
ま
た
、
既
存
の
検
知
お
よ

び
検
知
後
の
検
証
作
業
に
つ
い
て
も
、

シ
ナ
リ
オ
の
見
直
し
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
人

工
知
能
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
、
ロ

グ
イ
ン
履
歴
の
デ
ジ
タ
ル
解
析
と
い

っ
た
手
法
を
活
用
し
、
よ
り
一
層
の

効
率
化
と
有
効
性
の
向
上
が
期
待
で

き
る
。
さ
ら
に
、
米
国
の
よ
う
に
一

定
の
要
件
を
充
た
し
た
上
で
、
金
融

機
関
が
疑
わ
し
い
取
引
届
け
出
に
関

す
る
情
報
を
各
金
融
機
関
で
共
有
で

き
る
よ
う
な
制
度
変
更
等
（
注
５
）
も

官
民
連
携
の
下
で
検
討
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

（
注
）１　
米
国
通
貨
監
督
庁
（
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）
長

官
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「O

C
C

 C
om

p-
troller Talks A

bout A
M

L
 “False 

N
egatives” and Technology

」

（
20
年
１
月
）

２　
当
初
か
ら
売
却
を
目
的
と
し
て
開

設
さ
れ
た
口
座
が
、
開
設
後
直
ち
に
売

却
さ
れ
て
い
る
事
例
や
、
外
国
人
留
学

生
等
が
帰
国
時
に
銀
行
口
座
を
売
却
す

る
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

３　
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
「
ス
カ

イ
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

社
及
び
そ
の
役
員
１
名
に
よ
る
金
融
商

品
取
引
法
違
反
行
為
に
係
る
裁
判
所
へ

の
禁
止
及
び
停
止
命
令
発
出
の
申
立
て

に
つ
い
て
」（
21
年
９
月
17
日
）

４　
金
融
庁
は
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ

リ
ン
グ
等
対
策
高
度
化
推
進
事
業
費
補

助
金
」
制
度
の
設
置
等
、
こ
の
取
り
組

み
を
後
押
し
し
て
い
る
。

５　
米
国
金
融
機
関
等
が
行
っ
た
疑
わ

し
い
取
引
の
届
け
出
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
第
三
者
に
提
供
す
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
定

の
要
件
の
下
で
、
他
の
金
融
機
関
と
の

共
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
米
国
愛
国

者
法
３
１
４
条
⒝
）。
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